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(百万円未満切捨て)

１．2019年12月期第３四半期の連結業績（2019年１月１日～2019年９月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2019年12月期第３四半期 7,780 △13.9 391 △50.6 432 △48.7 286 △50.4

2018年12月期第３四半期 9,039 0.1 792 △14.9 843 △11.7 577 △68.8
(注) 包括利益 2019年12月期第３四半期 309百万円(△40.2％) 2018年12月期第３四半期 517百万円(△74.0％)
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2019年12月期第３四半期 48.86 －
2018年12月期第３四半期 98.67 －

　

　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2019年12月期第３四半期 17,998 12,252 68.1

2018年12月期 15,843 12,094 76.3
(参考) 自己資本 2019年12月期第３四半期 12,252百万円 2018年12月期 12,094百万円
　

　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2018年12月期 － 0.00 － 30.00 30.00

2019年12月期 － 0.00 －

2019年12月期(予想) 25.00 25.00
(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無
　　

　 2018年12月期期末配当金の内訳 普通配当 15円00銭 記念配当 10円00銭 特別配当 ５円00銭
　 2019年12月期(予想)期末配当金の内訳 普通配当 15円00銭 記念配当 10円00銭

　

３．2019年12月期の連結業績予想（2019年１月１日～2019年12月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 13,500 6.2 1,200 9.7 1,220 6.2 850 1.2 145.15
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無
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※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

　 (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

新規 －社（社名） 、除外 －社（社名）
　

　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無
　

　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　

　

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2019年12月期３Ｑ 6,392,736株 2018年12月期 6,392,736株

② 期末自己株式数 2019年12月期３Ｑ 525,826株 2018年12月期 536,544株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2019年12月期３Ｑ 5,861,926株 2018年12月期３Ｑ 5,852,170株

　
　

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の
前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四半期決算短信（添付資料）２ページ
「１．（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間における我が国経済は、輸出を中心に弱さが長引いているものの、個人消費は持ち直

し、設備投資は、機械投資に弱さもみられるが、緩やかな増加傾向にあり、雇用情勢は着実に改善、企業収益は高

い水準で底堅く推移するなど、全体として緩やかに回復いたしました。

一方世界経済は、中国では景気は緩やかに減速しているものの、米国では景気は回復が続き、欧州では景気は一

部に弱い動きがみられるものの緩やかに回復するなど、全体として緩やかに回復いたしました。

このような状況下、当社グループは国内外で積極的な営業活動を展開したものの、巻線機事業において、いくつ

かの大型案件に関する売上が第４四半期以降の予定となっているため、売上高は7,780百万円(前年同四半期比13.9

％減)となり、利益面につきましては、巻線機事業の売上減少に加え、開発案件の増加等によるコスト増、送風機・

住設関連事業の受注減少による売上減少に伴い、営業利益は391百万円(前年同四半期比50.6％減)、経常利益は432

百万円(前年同四半期比48.7％減)、親会社株主に帰属する四半期純利益は286百万円(前年同四半期比50.4％減)とな

りました。

当第３四半期連結累計期間のセグメントの業績を示すと、次のとおりであります。

①巻線機事業

巻線機事業に関しては、受注残高が自動車関連向けを中心に14,765百万円と過去最高をさらに更新したもの

の、いくつかの大型案件に関する売上が第４四半期以降の予定になっていることもあり、売上高は4,604百万円

(前年同四半期比20.4％減)、開発案件の増加等によるコスト増もあり、セグメント利益は659百万円(前年同四

半期比35.3％減)となりました。

なお、当社グループの巻線機事業は、完全受注生産で、案件ごとに仕様やボリューム、納期等が大きく異な

るため、売上時期は、四半期並びに通期単位で大きく変動することがあります。

②送風機・住設関連事業

送風機・住設関連事業に関しては、工作機械や産業用ロボット向け軸流ファンの受注が減少し、浴室照明器

具も集合住宅向けの受注が回復せず、全館空調システムを含む換気装置の増加では全体の売上減少のカバーに

は至らず、売上高は3,175百万円(前年同四半期比2.4％減)、セグメント損失は10百万円(前年同四半期は43百万

円のセグメント利益)となりました。

（２）財政状態に関する説明

資産、負債及び純資産の状況

（資産）

流動資産は、前連結会計年度末に比べて14.2％増加し、12,916百万円となりました。これは主に、仕掛品が

2,148百万円、商品及び製品が1,193百万円それぞれ増加し、現金及び預金が802百万円、受取手形及び売掛金が

551百万円、電子記録債権が646百万円それぞれ減少したこと等によるものであります。

固定資産は、前連結会計年度末に比べて12.1％増加し、5,082百万円となりました。これは主に、建設仮勘定

が445百万円増加したこと等によるものであります。この結果、総資産は、前連結会計年度末に比べて13.6％増

加し、17,998百万円となりました。

（負債）

流動負債は、前連結会計年度末に比べて59.7％増加し、5,360百万円となりました。これは主に、支払手形及

び買掛金が982百万円、前受金が1,212百万円それぞれ増加し、受注損失引当金が218百万円減少したこと等によ

るものであります。

固定負債は、前連結会計年度末に比べて1.7％減少し、386百万円となりました。この結果、負債合計は、前

連結会計年度末に比べて53.3％増加し、5,746百万円となりました。

（純資産）

純資産合計は、前連結会計年度末に比べて1.3％増加し、12,252百万円となりました。これは主に、利益剰余

金が110百万円増加したこと等によるものであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

業績予想については、2019年２月14日に公表した業績予想に変更はありません。この予想は、本資料発表日現在

において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は今後様々な要因により予想値と異なる可能性

があります。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2018年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2019年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,724,795 2,922,578

受取手形及び売掛金 3,417,580 2,866,252

電子記録債権 989,924 343,672

商品及び製品 931,852 2,125,473

仕掛品 1,435,756 3,584,331

原材料及び貯蔵品 610,090 668,736

未収還付法人税等 72,952 16,849

その他 130,557 389,963

貸倒引当金 △2,401 △1,470

流動資産合計 11,311,107 12,916,387

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 2,926,772 2,936,730

減価償却累計額 △1,834,558 △1,896,746

建物及び構築物（純額） 1,092,214 1,039,983

機械装置及び運搬具 1,444,338 1,546,542

減価償却累計額 △1,035,040 △1,108,716

機械装置及び運搬具（純額） 409,298 437,826

工具、器具及び備品 1,215,435 1,317,910

減価償却累計額 △1,078,304 △1,135,084

工具、器具及び備品（純額） 137,130 182,825

土地 1,575,464 1,578,359

建設仮勘定 395,966 841,118

有形固定資産合計 3,610,075 4,080,113

無形固定資産

ソフトウエア 80,616 73,774

電話加入権 3,043 3,043

その他 131 119

無形固定資産合計 83,791 76,937

投資その他の資産

投資有価証券 333,469 351,540

破産更生債権等 0 0

退職給付に係る資産 258,132 255,269

繰延税金資産 219,816 273,285

その他 26,631 44,919

貸倒引当金 △0 △0

投資その他の資産合計 838,049 925,015

固定資産合計 4,531,916 5,082,067

資産合計 15,843,024 17,998,454

決算短信（宝印刷） 2019年11月12日 13時11分 5ページ（Tess 1.50(64) 20181220_01）



株式会社小田原エンジニアリング(6149) 2019年12月期 第３四半期決算短信

－ 4 －

(単位：千円)

前連結会計年度
(2018年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2019年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,717,259 2,699,972

未払金 301,585 271,190

未払法人税等 33,037 49,869

前受金 777,633 1,989,701

賞与引当金 69,107 187,137

アフターサービス引当金 71,297 64,855

受注損失引当金 218,419 －

その他 167,573 97,352

流動負債合計 3,355,913 5,360,080

固定負債

繰延税金負債 15,796 14,952

退職給付に係る負債 170,714 172,993

資産除去債務 19,618 19,859

その他 186,544 178,304

固定負債合計 392,674 386,109

負債合計 3,748,587 5,746,190

純資産の部

株主資本

資本金 1,250,816 1,250,816

資本剰余金 1,799,593 1,816,387

利益剰余金 9,499,606 9,610,346

自己株式 △376,254 △368,838

株主資本合計 12,173,761 12,308,711

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 77,340 88,267

繰延ヘッジ損益 20,971 43,792

為替換算調整勘定 △177,637 △188,507

その他の包括利益累計額合計 △79,325 △56,447

純資産合計 12,094,436 12,252,264

負債純資産合計 15,843,024 17,998,454
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2018年１月１日
　至 2018年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2019年１月１日
　至 2019年９月30日)

売上高 9,039,549 7,780,191

売上原価 6,435,203 5,735,768

売上総利益 2,604,346 2,044,422

販売費及び一般管理費 1,812,134 1,653,334

営業利益 792,211 391,088

営業外収益

受取利息 2,436 965

受取配当金 4,958 5,296

受取賃貸料 10,304 10,069

受取保険金 10,643 －

作業くず売却益 6,316 8,140

その他 18,162 20,187

営業外収益合計 52,823 44,659

営業外費用

支払利息 － 140

賃貸費用 － 967

減価償却費 1,999 1,751

その他 19 4

営業外費用合計 2,018 2,864

経常利益 843,016 432,883

特別利益

固定資産売却益 2,970 799

投資有価証券売却益 － 76

特別利益合計 2,970 875

特別損失

固定資産除売却損 309 －

特別損失合計 309 －

税金等調整前四半期純利益 845,677 433,759

法人税、住民税及び事業税 294,795 216,019

法人税等調整額 △26,578 △68,685

法人税等合計 268,216 147,334

四半期純利益 577,460 286,425

親会社株主に帰属する四半期純利益 577,460 286,425
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2018年１月１日
　至 2018年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2019年１月１日
　至 2019年９月30日)

四半期純利益 577,460 286,425

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △15,650 10,926

繰延ヘッジ損益 △20,479 22,821

為替換算調整勘定 △24,030 △10,870

その他の包括利益合計 △60,159 22,878

四半期包括利益 517,300 309,303

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 517,300 309,303
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（追加情報）

（「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」等の適用）

「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号平成30年２月16日）等を第１四半期連結会

計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金負債は固定負債の区

分に表示しております。

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自 2018年１月１日 至 2018年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結損
益計算書計上
額(注)２巻線機事業

送風機・住設
関連事業

計

売上高

外部顧客への売上高 5,787,327 3,252,221 9,039,549 － 9,039,549

セグメント間の内部
売上高又は振替高

－ 522 522 △522 －

計 5,787,327 3,252,744 9,040,072 △522 9,039,549

セグメント利益 1,020,754 43,834 1,064,589 △272,377 792,211

　
　(注)１.セグメント利益の調整額△272,377千円の主なものは、各報告セグメントに配分していない全社費用であり当

社の管理部門に係る費用等であります。

２.セグメント利益は、四半期連結財務諸表の営業利益と調整を行っております。

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自 2019年１月１日 至 2019年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結損
益計算書計上
額(注)２巻線機事業

送風機・住設
関連事業

計

売上高

外部顧客への売上高 4,604,571 3,175,619 7,780,191 － 7,780,191

セグメント間の内部
売上高又は振替高

－ 629 629 △629 －

計 4,604,571 3,176,249 7,780,820 △629 7,780,191

セグメント利益
又は損失(△)

659,934 △10,358 649,575 △258,487 391,088

　
　(注)１.セグメント利益又は損失の調整額△258,487千円の主なものは、各報告セグメントに配分していない全社費用

であり当社の管理部門に係る費用等であります。

２.セグメント利益又は損失は、四半期連結財務諸表の営業利益と調整を行っております。
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